
高等学校部会 
 

① 視点説明 

視 点 説 明 県 立 都 城 西 高 等 学 校   教 諭   日 髙 大 輔 

 

② 授業発表 

 学年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 第１学年 
球 技 

（ゴール型：バスケットボール） 

県 立 都 城 工 業 高 等 学 校 

教 諭    南    司 

Ⅱ 第２学年 
球 技 

（ゴール型：バスケットボール） 

県 立 都 城 工 業 高 等 学 校 

教 諭   大 庭 伸 也 

 

③ 教科研究調査発表 

内   容 発 表 者 

新学習指導要領に対応した単元計画の構造図の工夫 

～ＩＣＴを活用した球技の授業をとおして～ 

県 立 宮 崎 南 高 等 学 校 

教 諭   工 藤 英 世 

 

④ ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
日 本 女 子 体 育 大 学   教  授   高 橋 修 一 

宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事   堀 口 直 樹 

司 会 者 県 立 日 向 高 等 学 校   教  諭   奈 須 里 咲 

コーディネータ

ー 

県 立 宮 崎 南 高 等 学 校   教  諭   工 藤 英 世 

県 立 宮 崎 商 業 高 等 学 校   教  諭   志 岐 信 和 

記 録 者 
県 立 高 鍋 農 業 高 等 学 校   教  諭   串 間 勇 哉 

日 章 学 園 高 等 学 校   教  諭   入 船   満 

 

⑤ 研究発表・研究協議会 

 研 究 発 表 題 目 発 表 者 

１ 
技能チェックシートの実践活用 

～研究結果の評価・改善～ 

  県 立 富 島 高 等 学 校 

教 諭   加 治 真 弓 

２ 西諸支部における体つくり運動の授業実践 
 県 立 小 林 秀 峰 高 等 学 校 

教 諭   川 野 敦 史 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
日 本 女 子 体 育 大 学   教  授   高 橋 修 一 

宮崎県教育庁スポーツ振興課   指導主事   堀 口 直 樹 

司 会 者 県 立 高 城 高 等 学 校   教  諭   前 村 かおり 

記 録 者 
県 立 日 南 高 等 学 校   教  諭   秋 吉 知 洋 

鵬 翔 高 等 学 校   教  諭   冨 山 良 人 

 



高等学校部会（都城・北諸支部）の研究 

 

１ 研究主題 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質･能力を育む保健体育科学習の在り方 

～球技「ゴール型」における、主体的･対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

 

２ 主題設定の理由 

  グローバル化の進展の中で、人工知能（AI）が様々な判断を行ったり、身近な物の働きがイ

ンターネット経由で最適化される IoTが広がったりするなど、Society5.0とも呼ばれる新た

な時代の到来が、社会や生活を大きく変えていくとの予測もなされている。このような時代に

あって、生徒には様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことが

一層求められるようになってきている。 

  現行の学習指導要領の成果として、特に「する、みる、支える」のスポーツとの多様な関わ

り方の必要性や公正、責任、健康･安全等の態度が身に付いている』といった成果も見られる

一方、『健康課題を発見し、主体的に課題解決に取り組む学習が不十分であり、社会の変化に

伴う健康課題に対応した教育が必要』との指摘もある。そのような中で開催された 2020東京

オリンピック・パラリンピックは、我々が、スポーツの素晴らしさを改めて実感する素晴らし

い大会となったと考える。これを受けて、さらに体育・スポーツへの関心が高まり、各競技の

取り組みも活発になると考えられる。今後は、スポーツに限らず、保健体育の授業において、

豊かなスポーツライフを実現するための資質や能力を備えた生徒の育成を図るため、学校体育

指導者の更なる資質向上に努めることが重要だと考える。 

そこで本研究では、体育や保健の授業で、更に、「主体的、対話的で深い学び」の実現に向

けた授業改善の推進を図るために、「ゴール型」の授業に着目し、カリキュラムマネジメント

や ICTを用いた学習資料等の工夫や改善を行うことが、生徒の生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを実現する資質や能力を育成することにつながるのではないかと考え、本主題を設定し

た。 

 

３ 研究仮説 

  生徒の運動体験や学校の現状等を踏まえ、カリキュラムマネジメントや ICTを用いた学習資

料等の工夫や改善を行えば、「主体的・対話的で深い学び」が実現し、生徒の生涯にわたって

豊かなスポーツライフを実現する資質や能力を育成することにつながるのではないか？ 

 

４ 研究内容 

（１） 各高校におけるゴール型の授業構築における実態調査 

都北地区の高等学校 10校のゴール型授業の実態を調査する中で、地区の課題を明確

にすることとした。 

（２） 高校１年から 3年までのつながりを意識した単元構造図の作成 



地区の課題とカリキュラムマネジメントの視点を踏まえて、ゴール型における１～

３年までの単元構造図の作成を行った。 

（３） ICTを活用したスキル動画集の作成 

ゴール型「バスケットボール」の個人技能の学び直しについて、支部中体連と連携

をとり、支部中体連で研究を行い作成した「スキルアップテキスト集」の一部のメ

ニューを動画集にすることで、生徒自身の技能の学び直しに活用することとした。 

（４） 生徒の実態に応じた、手立てと評価の一体化表の作成 

都城、北諸支部の各体育連盟と連携をとり、１２年間の系統性を持った、生徒の球

技に対する手立ての一体化表を作成し、指導に活用した。 

（５） ICTを活用した学習カードの作成と工夫 

IPADの「Google classroom」を、生徒の学習カードに活用できないか、授業の中で

活用し、成果と課題を明確にした。 

 

５ 研究の実際 

（１） 各高校におけるゴール型の授業構築における実態調査について 

都城都北地区の高等学校 10 校の「ゴール型」授業の実態調査、バスケットボールの

授業で工夫していることの調査を行った。 

    １）実態調査内容 

     ○実施内容、対象学年、授業時数、実施時期 

    ２）バスケットボール授業で工夫していることの調査内容 

     ○スキルテスト、学習カード、授業内容（個人的技能）、（集団的技能）、ICT活用方法

等 

    ３）実態調査結果 

 

高校名 実施内容 対象学年 実施時期 授業時数 

都城農業 
バスケットボール 

サッカー 

1，2，3年 

3年 

11月～ 

11月～ 

15 

15 

都城聖ドミニコ学園 バスケットボール 1，2年 10月～ 18 

都城泉ヶ丘 

バスケットボール 

サッカー 

 

 

 

ハンドボール 

1年 

1，2，3年 

 

 

 

1年 

9月～ 

1年 9月～ 

2年１月～ 

3年 6月～ 

  9月～ 

9月～ 

15 

15 

15 

15 

12 

15 

都城泉ヶ丘定時 

バスケットボール 

サッカー 

2，3年 

1，2，3，

年 

6月～ 

11月～ 

10 

11 

高城 バスケットボール 1，2，3年 9月～ 13 



サッカー 1，2，3年 5月～ 13 

都城東 
バスケットボール 

サッカー 

1，2，3年 

1，2，3年 

6月～ 

12月～ 

10 

10 

都城西 
バスケットボール 

サッカー 

1，2，3年 11月～ 

2月～ 

15 

15 

都城商業 

バスケットボール 

サッカー 

1，2，3年 

2，3年（男

子） 

6月～ 

11月～ 

10 

10 

都城工業 

バスケットボール 

 

サッカー 

ハンドボール 

ラグビー 

1，2，3年 

 

2，3年 

2，3年 

2，3年 

1年 7月～ 

2，3年 9月～ 

9月～ 

9月～ 

9月～ 

10 

18 

18 

18 

18 

都城 
バスケットボール 

サッカー 

1，2，3年 

1，2，3年 

10月～ 

10月～ 

15 

15 

 

４）バスケットボール授業で工夫していることの調査結果 

  

 

     

 

（２） 高校１年から 3年までのつながりを意識した単元構造図の作成について 

都城工業高校をモデルとし、1年から 3年までのつながりを意識した単元構造図を作

成した。指導、評価の時期やタイミングは適切かどうか。学年が上がるにつれて発展

使用しているスキルテスト ○ゴール下シュート ○レイアップシュート○3

対 3 の中で基本スキル確認 ○フリースロー ○2

対 2パスつなぎ ○カットインプレー 等 

学習カードの利用について ○思考･判断力を確認する際に使用 等 

個人的技能を高めるための練習 ○ハンドリングドリル ○ドリブル 1 対１ ○ド

リブルドリル ○5 方向からのセットシュート 

○リバウンド練習 ○ランニングパス ○縦列パ

ス ○脚捌き ○コーディネーションパス 等 

集団的技能を高めるための練習 ○ハーフコート 2 対 2、3 対 3 ○オールコートド

リブルなし 5 対 5 ○ハーフコートドリブルなし 3

対２ ○スクエアパス回し 等 

ICTの活用について ○学習カード ○スキルテスト、ゲームの動画撮影 

○遅延操作で生徒がフィードバックに活用 

ICTを今後活用していくなら、ど

んな活用方法があるか 

○練習内容を動画で確認 ○記録表や学習カード

の電子化 ○ゲームの映像を確認、課題の把握 ○

スキルアップテキスト動画の作成 等 



性のある計画になっているか。地区の教科研究委員と議論を進めた。 

 

  

（３） ICTを活用したスキル動画集の作成について 

 支部中体連で研究を行い作成したバスケットボールの「スキルアップテキスト集」の中か

ら個人スキルメニュー12 種目を動画集にして、Googleclassroom 内で共有し、生徒はいつで

も閲覧できるようにした。高校 1年生時の技能の学び直しに活用することとした。 

○コーンドリブル             ○フロントチェンジ 

  

 

（４） 生徒の実態に応じた、手立てと評価の一体化表の作成について 

１２年間の系統性を持った、生徒の球技に対する手立ての一体化表を作成し、指導に活用

した。その際、努力を要する生徒（C評価）に対する教師の具体的な手立てについて、支部教

科研究委員と議論し、手立てまで示した１～3年までの各評価に対する一体化表を完成させ、

指導に活用した。 

○手立て表（1年：知識） 



 

（５） ICTを活用した学習カードの作成と工夫について 

IPADの「Google classroom」を用い、生徒の学習カードに代用した。授業の感想やアン

ケート等で活用し、成果と課題を明確にした。 

   

 

 

６ 研究の成果と課題 

（１） 各高校におけるゴール型の授業構築における実態調査について 

① 成果 

○ 各高校の実態を把握することで、単元構造図の作成や教材教具の工夫に活用す

【評価項目】十分満足(Ａ)

バスケットボールにおいて用いら

れる技術や戦術、作戦の名称や、

それらを身に付けるためのポイン
トがあることを理解しており、話

し合いの場面等で積極的に言った

り、書き出したりしている。

戦術や作戦に応じて、技能をゲー

ム中に適切に発揮することが攻防
のポイントであることを理解して

おり、話し合いの場面等で積極的

に言ったり書き出したりしてい
る。

②戦術や作戦に応じて、技能を
ゲーム中に適切に発揮することが

攻防のポイントであることを言っ

たり書き出したりしている。

②戦術や作戦に応じて、技能を
ゲーム中に適切に発揮することが

攻防のポイントであることを書き

出したりしている。

攻防のポイントを視覚的に確認で
きるように提示し、話し合いの場

面等で活用するよう促す。

①バスケットボールにおいて用い

られる技術や戦術、作戦には名称

があり、それらを身に付けるため
のポイントがあることを言った

り、書き出したりしている。

おおむね満足(Ｂ)

①バスケットボールにおいて用い

られる技術や戦術、作戦には名称

があり、それらを身に付けるため
のポイントがあることについて

言ったり、書き出したりできな

い。

努力を要する(Ｃ) Ｃに対する手立て

技術や戦術・作戦の名称の表を提

示し、話し合いの場面等で活用す
るよう促す。



る事ができた。 

② 課題 

○ 実態を調査する中で、ICTの具体的な活用方法について、具体的な実践例が少な

いことが分かった。今後も、継続して地区教科研究委員会で活用方法を検討する

必要がある。 

（２） 高校１年から 3年までのつながりを意識した単元構造図の作成について 

① 成果 

○ 各学年で段階に応じた指導の在り方を見つめ直す機会になり、指導と評価の時

期とタイミングを共通理解できる良いきっかけとなった。 

② 課題 

○ 学校の実態（普通科、実業系等）で生徒の特性も異なるため、指導と評価のタイ

ミングが異なることが議論の中で明らかになった。単元構造図の作成する上で

も、学校の実態と理想を照らし合わせながら、作成することが求められる。 

（３） ICTを活用したスキル動画集の作成について 

① 成果 

○ 視覚的に生徒は練習方法を確認できるので、練習効率が格段に上がった。 

○ ポイントが明確になり、技能の習得が早まった。 

② 課題 

○ 集団的技能のドリル作成はできないか。空いた空間への侵入やスペースを埋め

る等、視覚的に捉えた方が理解しやすいドリル動画の作成ができれば、生徒の理

解度は深まり、より主体性が引き出せるのではないか。さらに工夫改善が必要で

ある。 

（４） 生徒の実態に応じた、手立てと評価の一体化表の作成について 

① 成果 

○ 手立ての必要な生徒に対して、より効果的な指導が期待できる。 

○ 評価補助簿としても活用でき、指導と評価の一体化が高められることができる。 

② 課題 

○ 学校の実態や生徒の実情を考慮した手立てにするには、さらに工夫や改善に向

けて検討していく必要性がある。 

（５） ICTを活用した学習カードの作成と工夫について 

① 成果 

○ Googleclassroomを活用したことで、ICTの活用に関して指導者自身の知識が深

まった。 

○ 記録や動画をいつでも閲覧できるので、事後評価等で役立った。 

② 課題 

○ Googleclassroomの機能をまだ完全に使いこなしているとは言えない。まだまだ

活用できそうなコンテンツはあると感じた。さらに工夫や改善の必要性がある。 

 



７ まとめ 

  これまでの研究を通して、生徒の運動体験や学校の現状等を把握する中で、カリキュラムマ

ネジメントや ICTを用いた学習資料等の工夫や改善を行ってきた。コロナ渦ではあるが、多く

の先生方の御協力もあり「主体的・対話的で深い学び」のさらなる充実につながる授業実践

や、研究会を実施することができた。今後は、研究や授業実践で出た課題の改善や、新たな課

題発見のための授業実践、研究を粘り強く続けていくことで、より良い授業づくりにつながる

と考えている。 

 



第２学年 体育学習指導案 

 
                                                     令和３年１０月２９日 金曜日 ３校時 
                                               第２学年  （男子２２名、女子６名） 
                                              場  所 都城工業高等学校体育館 
                           指 導 者 教諭 大 庭 伸 也 

       

１ 単元名 球技（ゴール型：バスケットボール） 

 

２ 単元の目標 

 ⑴ 次の運動について、勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさ

や喜びを味わい、技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など

を理解するとともに、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができるよ

うにする｡ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの動きによって空間への侵

入などから攻防をすることができるようにする｡               （知識及び技能） 

  ⑵ 生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し、合理的､計画的な解

決に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己やチームの考えたことを他者に伝えることがで

きるようにする｡                            (思考力、判断力、表現力等) 

 ⑶ 球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、合意形成に貢

献しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとすること、互いに助

け合い高め合おうとすることなどや、健康･安全を確保することができるようにする｡     

                                (学びに向かう力、人間性等) 

 

３ 運動の一般的特性 

球技は、ゴール型、ネット型及びベースボール型などから構成され、個人やチームの能力に応じ

た作戦を立て、集団対集団、個人対個人で勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうことのできる運

動である。入学年次の次の年次（その次の年次）以降の球技では、多様な楽しさや喜びを味わい、

技術の名称や行い方などを理解するとともに、仲間と連携しゲームを展開すること、生涯にわたっ

て運動を豊かに継続するための課題に取り組み、考えたことを他者に伝えること及び球技に主体的

に取り組むとともに、公正、協力、責任、参画、共生などの意欲を育み、健康・安全を確保するこ

とができるようにする。なお、球技の多様な楽しさや喜びを味わうこととは、勝敗を競ったりする

ことを通して得られる楽しさや喜びに加えて、体力や技能の程度等にかかわらず、「する，みる，支

える，知る」などのスポーツの多様な楽しさや喜びを味わうことである。 

   指導に際しては、「知識及び技能」、「思考力，判断力，表現力等」、「学びに向かう力，人間性等」

の内容をバランスよく学習させ、自己に適したスポーツとの多様な関わり方を考える機会を充実す

ることで、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指すことが大切である。 

 

４ 生徒の実態 

 ⑴ 運動に触れる楽しさの体験状況 

   バスケットボール部に所属している生徒もしくは経験者は、２８名中男子７名、女子２名であ

る。運動部に加入している生徒は２０名、文化部に所属している生徒は６名である。バスケット

ボールの授業を選択してきているので、全体的に意欲的に取り組む生徒が多く、活気がある。し

かし、事前調査での結果では、シュート、キャッチ、パスなどの基礎技能が身に付いていない生

徒や、侵入する空間を作ることやチームの作戦に応じた移動や動きをすることが苦手な生徒も多

い。ルールに関しては、バスケットボールの試合を見たり、体育の授業やクラブ等で実際に行っ

てきたりしたためある程度は理解しているようである。 

 

 ⑵「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の習得状況 

   「知識及び技能」に関しては、1年次で全員がバスケットボールの授業を履修しており、個人差 

はあるが各チームに基本的動作を習得出来ている生徒が数名いる。ウォーミングアップの際に班 

ごとに入学年次までに習得すべき技能の「安定したボール操作」と「空間への侵入」の技能練習 



を取り入れ、学び直しを図る。侵入する空間を作ることやチームの作戦に応じた移動や動きをす  

ることが苦手な生徒も多いため、個人の動きやチームの動きを確認してポディションを修正する 

イメージを持つことが課題である。 

「思考力、判断力、表現力等」に関しては、技能習得の個人差や男女差などを踏まえて、経験

者が中心となり、課題解決に向けて練習方法などを工夫して取り組んでいる。チームや自己の課

題の過程を踏まえて、新たな課題発見をし、解決していくことが課題である。 

   「学びに向かう力、人間性等」に関しては、球技に積極的に取り組むとともに，体力や技能の

程度，性別など一人一人の違いを認め合いながら，学習課題の解決に向けて仲間の学習を援助す

ることができるようにすることが課題である。 

 

 ⑶ 体力の状況 

 男子 女子 

段階 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

人数 8人 11人 3人 0人 0人 2人 2人 2人 0人 0人 

％ 36％ 50％ 14％ 0％ 0％ 33.3％ 33.3％ 33.3％ 0％ 0％ 

    

   項目別結果一覧表（平均） 〇…全国平均より高い ▲…全国平均以下 

項目 平均 男子 女子 項目 平均 男子 女子 

握力 

本クラス 〇40.0 ▲26.2 
シャトル

ラン 

本クラス 〇95.5 〇53.3 

県平均 40.4 26.6 県平均 97.1 55.2 

全国平均 39.85 26.9 全国平均 91.3 52.3 

上体 

起こし 

本クラス 〇32.2 〇26.5 
５０ｍ 

走 

本クラス 〇7.4 〇9.2 

県平均 31.0 23.7 県平均 7.2 8.8 

全国平均 30.9 24.3 全国平均 7.2 8.7 

長座 

体前屈 

本クラス 〇59.1 〇55.0 
立ち幅 

跳び 

本クラス 〇238.3 〇180.3 

県平均 52.4 49.7 県平均 228.3 176.3 

全国平均 49.7 48.6 全国平均 225.2 172.4 

反復 

横跳び 

本クラス 〇60.0 〇52.5 
ハンドボ

ール投げ 

本クラス 〇31.0 〇18.0 

県平均 58.8 49.3 県平均 27.1 15.2 

全国平均 57.6 48.8 全国平均 25.4 14.5 

体力テストにおいて、総合評価の割合は、Ａ・Ｂ段階が男子８６％、女子が６６％であ

る。Ｃ段階が男子１４％、女子が３３％おり、全体の８割近くが体力・運動能力が高いこと

がわかる。項目別でも男子はすべてにおいて全国平均を上回り、女子は握力以外の項目は全

国平均を上回った。Ｃ段階の生徒は男女合わせて１８％であった。体力・運動能力とは別に

約４分の１は運動に対してやや苦手意識がある生徒もいる。学習活動の際にアドバイスや指

導などを工夫して意欲的に取り組めるように努めていきたい。 

    

５ 学習を進めるに当たって 

本単元では、健康の保持増進や体力の基礎要素やその高め方及び運動する意欲の向上を図

る学習内容となっている。カリキュラム・マネジメントの視点から体育理論では「スポーツ

の技術と戦術」の学習について合理的な身体の動かし方や戦術、作戦を学び、知識を深めて

いるため、チームや自己の課題を発見し、課題解決していくことを学ぶには最適な領域だと

考える。しかし、生徒の実態として基本的動作を習得できていない生徒もいるので経験者が

中心となり、技能の習得や課題解決していく場面での声掛けなどを教師側が工夫する必要が

あると感じている。また、ICT 機器を取り入れ、1 年次から取り組んでいる個人スキルや集

団スキルなどを ICT 機器により動画で確認することによって、イメージを持たせやすいよう

に指導していきたい。チームや自己の課題をホワイトボードを用いて、ゲームの状況等を踏

まえながら、学んだ知識を十分に理解し、活発な意見交換ができるように工夫していきた

い。 



６ 単元の評価規準（〇第２学年 ・第３学年 ◎第２・３学年共通） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

全
て
の
単
元
の
評
価
規
準 

○知識 

・球技では､各型の

各種目の局面ごと

に技術や戦術､作

戦の名称があり､

それぞれの技術､

戦術､作戦には､攻

防の向上につなが

る重要な動きのポ

イントや安全で合

理的､計画的な練

習の方法があるこ

とについて学習し

た具体例を挙げて

いる。 

◎球技の型や種目に

よって必要な体力

要素があり､その

型や種目の技能に

関連させながら体

力を高めることが

できることについ

て言ったり書き出

したりしている。 

・課題解決の方法に

は、チームや自己

に応じた目標の設

定、目標を達成す

るための課題の設

定、課題解決のた

めの練習法などの

選択と実践、ゲー

ムなどを通した学

習成果の確認、新

たな目標の設定と

いった過程がある

ことについて言っ

たり書き出したり

している。 

〇競技会で、ゲーム

のルール、運営の

仕方や役割に応じ

た行動の仕方、全

員が楽しむための

ルール等の調整の

仕方などがあるこ

とについて学習し

た具体例を挙げて

いる。 

○技能 

○防御をかわして相手陣地

やゴールにボールを運ぶ

ことができる。 

○味方が作り出した空間に

パスを送ることができ

る。 

○空いた空間に向かってボ

ールをコントロールして

運ぶことができる。 

・守備者とボールの間に自

分の体を入れて，味方と

相手の動きを見ながらボ

ールをキープすることが

できる。 

○隊形を整えるためにボー

ルを他の空間へ動かすこ

とができる。 

・自陣から相手陣地の侵入

しやすい場所に移動する

ことができる。 

・シュートやトライをした

り、パスを受けたりする

ために味方が作り出した

空間に移動することがで

きる。 

〇侵入する空間を作り出す

ために、チームの作戦に

応じた移動や動きをする

ことができる。 

・得点を取るためのフォー

メーションやセットプレ

イなどのチームの役割に

応じた動きをすることが

できる。 

・チームの作戦に応じた守

備位置に移動し、相手の

ボールを奪うための動き

をすることができる。 

・味方が抜かれた際に，攻

撃者を止めるためのカバ

ーの動きをすることがで

きる。 

・一定のエリアから得点し

にくい空間に相手や相手

のボールを追い出す守備

の動きをすることができ

る。 

〇選択した運動につい

て、チームや自己の動

きを分析して、良い点

や修正点を指摘してい

る。 

〇課題解決の過程を踏ま

えて、チームや自己の

新たな課題を発見して

いる。 

〇チームや自己の課題を

解決するための練習の

計画を立てている。 

・練習やゲームの場面

で、チームや自己の危

険を回避するための活

動の仕方を提案し、他

者に伝えている。 

・練習やゲームを行う場

面で、チームや自己の

活動を振り返り、より

よいマナーや行為につ

いて提案している。 

・チームでの学習で、状

況に応じてチームや自

己の役割を提案してい

る。 

◎チームでの話合いの場

面で、合意を形成する

ための調整の仕方を見

付けている。 

○体力や技能の程度、性

別等の違いを超えて、

仲間とともに球技を楽

しむための調整の仕方

を見付けている。 

・球技の学習成果を踏ま

えて、自己に適した

「する，みる，支え

る，知る」などの運動

を生涯にわたって楽し

むための関わり方を見

付けている。 

〇球技の学習

に主体的に

取り組もう

と し て い

る。 

〇フェアなプ

レイを大切

にしようと

している。 

〇作戦などを

話し合う場

面で，合意

形成に貢献

しようとし

ている。 

〇一人一人の

違いに応じ

たプレイな

どを大切に

しようとし

ている。 

・仲間の課題

を指摘する

など，互い

に助け合い

高め合おう

と し て い

る。 

◎危険の予測

をしながら

回避行動を

とるなど，

健康・安全

を確保して

いる。 



単
元
の
評
価
規
準 

①球技の型や種目に

よって必要な体力

要素があり、その

型や種目の技能に

関連させながら体

力を高めることが

できる。 

②競技会で、ゲーム

のルール，運営の

仕方や役割に応じ

た行動の仕方、全

員が楽しむための

ルール等の調整の

仕方などがあるこ

とを理解してい

る。 

①防御をかわして相手陣地

やゴールにボールを運ぶ

ことができる。 

②味方が作り出した空間に

パスを送ることができ

る。 

③空いた空間にボールをコ

ントロールして運ぶこと

ができる。 

④隊形を整えるためにボー

ルを他の空間へ動かすこ

とができる。 

⑤侵入する空間を作り出す

ための移動や動きをする

ことができる。 

①選択した運動につい

て、チームや自己の動

きを分析して、良い点

や修正点を指摘してい

る。 

②課題解決の過程を踏ま

えて、チームや自己の

新たな課題を発見して

いる。 

③チームや自己の課題を

解決するための練習計

画を立てている。 

④チームでの話合いの場

面で、合意を形成する

ための調整の仕方を見

付けている。 

➄体力や技能の程度、性

別等の違いを超えて、

仲間とともに球技を楽

しむための調整の仕方

を見付けている。 

 

①球技の学習

に主体的に

取り組もう

とする 

②フェアなプ

レイを大切

にしようと

すること 

③作戦などを

話し合う場

面で、合意

形成に貢献

しようとし

て い る こ

と。 

④一人一人の

違いに応じ

たプレイな

どを大切に

しようとし

ている。 

➄危険の予測

をしながら

回避行動を

とるなど，

健康・安全

を確保して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 単元の指導と評価の計画（１～７／１５時間） 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

指 

導 

内 

容 

知 

 ➀球技の型や技能に

関連させながら体力

を高める 

     

技 

 ➀防御をかわして相

手陣地やゴールにボ

ールを運ぶ 

②味方が作り出した

空間にパスを送る 

 

③空いた空間に向か

ってボールをコント

ロールして運ぶ 

 ④隊形を整えるために

ボールを他の空間へ動

かすこと 

 

 

思 

 

 

 

 

   ➀選択した運動につ

いて、チームや自己

の動きを分析 

 ③チームや自己の

課題を解決するた

めの練習計画を立

てること 

 

学 

 

➀球技の学習に主体

的に取り組もうとす

る 

  ➄危険の予測をしな

がら回避行動をとる

など、健康・安全を

確保している 

   

 

学 

習 

の 

流 

れ 

 

 

〇基本的技能の復習 〇空いている空間をつくりだす動き 

〇空間へのパス 

 

 

０ 

 

５ 

 

１０ 

 

１５ 

 

２０ 

 

２５ 

 

３０ 

 

３５ 

 

４０ 

 

 

オリエン

テーショ

ン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボール操作 

・シュート 

・パス 

・キャッチ 

・ドリブル 等 

 

 

 

 

ボール操作の反復練習Ⅰ 

・シュート、パス、ドリブル等 

 

 

 

 

課題発見タスクゲーム➀ 

・２対１（ハーフ）・（オール） 

・３対２（ハーフ）・（オール） 

・４対３（ハーフ）・（オール） 

＊パスのみなど 

 

 

 

簡易ゲーム 

(ゲームに入る前) 

・パスゲーム 

・シュートゲーム 

・３対３ 

 

 

 

簡易ゲーム 

(ゲームに入る前) 

・ドリブルなしゲーム 

・ドリブル３歩ゲーム 

 

ボール慣

れゲーム 

(ボール操

作) 課題発見タスクゲーム② 

・３対３ 

・４対４ 

＊パスのみなど 

 

４５ 

５０ 

７ 本時のまとめ整理運動・学習の振り返り・次時の確認 

【課題解決】 

評 

価 

の 

機 

会 

知 
 ① 

【観察・カード・ICT】 

     

技 
   ① 

【観察・ICT】 

② 

【観察・ICT】 

③ 

【観察・ICT】 

 

思 
    ➀ 

【カード・ICT】 

 ③ 

【観察・カード・ICT】 

態 
① 

【カード・ICT 

 】 ➄ 

【カード・ICT】 

   

準備物 バスケットボール、カラーコーン、デジタイマー、タブレット端末、モニター 

カリ・マネ 科目「保健」 ⑴現代社会と健康 (ｳ)生活習慣病などの予防と回復 (ｵ)精神疾患の予防と回復  

 

出席確認 健康・安全の確認 準備運動・補強運動 

役割分担等・準備運動作り 

ICT活用 個人課題・チーム課題分析・練習 



７ 単元の指導と評価の計画（８～１５／１５時間） 

８ ９ ⑩ １１ １２ １３ １４ １５ 

    ②競技会の運営や全員

が楽しめるためのルー

ル 

   

 

 

 

 

総括的な

指導内容 

⑤侵入する空間を作

り出すための移動や

動き 

      

 ④チームでの話し合

いの場面で合意を形

成する 

②課題解決の過程を踏

まえて、チームや自己

の新たな発見 

   ⑤性別等の違い等で

も球技を楽しむ調整

の仕方 

②フェアなプレイを

大切にしようとする

こと 

  ③作戦などを話し

合う場面で合意形

成に貢献 

 

 ④一人一人の違い

に応じたプレイな

どを大切にしよう

としている 

 

 

 

 

〇空間への侵入 

（スクリーンプレイ） 

〇チームや自己の課題に応じた練習 

 

 

空間をめぐる攻撃 

・ディフェンス突破 

・スクリーンプレイ 

（説明・種類） 

 

チームの作戦に応じた

守備 

・ディフェンス 

の種類と説明 

・ディフェンスの仕方 

・カバー、サポート 

 

 

 

 

 

チーム課題の確認 

・目標や目的 

・作戦や戦術 

 

 

リーグ戦Ⅱ 

前時までの学習を踏まえ、ゲームのルール、運営

の仕方や役割に応じた行動の仕方、全員が楽しむ

ためのルールや男女共習で楽しむためルールを工

夫したゲームで、自分たちでリーグ戦を開催す

る。 

 

 

リーグ戦Ⅰ 

ゲーム① ゲーム③ 

課題の確認・修正・計

画Ⅰ 

・動画で使用してのフ

ィードバック 

リーグ戦Ⅰ 

ゲーム② 

リーグⅡ 

に向けた 

課 題 の 確

認・修正・

計画Ⅱ 

ルールの

提案 

７ 本時のまとめ整理運動・学習の振り返り・次時の確認 

【課題解決】 

    ② 

【観察・カード・ICT】 

   

 

 

総括的な

評価 

④ 

【観察・ICT】 

➄ 

【観察・い CT】 

     

 ③ 

【観察・カード・ICT】 

② 

【観察・カード・ICT】 

   ③ 

【観察・カード・ICT】 

② 

【カード・ICT】 

  

 

③ 

【観察・カード・ICT】 

 ④ 

【観察・カード・ICT】 

 

 

⑵安全な社会生活 (イ)応急手当 

 

 

出席確認 健康・安全の確認 準備運動・補強運動 



８ 本時の学習（１０／１５時間） 

 ⑴ 本時の目標  

○ 課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の新たな課題を発見することができるようにす

る。 

       （思考力、判断力、表現力等） 

 ⑵ 本時の評価項目 

  

○ 課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の新たな課題を発見している。  

      （思考、判断、表現） 

９ 学習指導過程 

段  

階 

時 

間 

学習内容及び 

学習活動 

指導上の留意点 ○：評価項目 

（評価方法）【Ａの例】 

「努力を要する」状況と判

断される生徒への手立て 

は

じ

め 

０ 
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１ 用具や場の準備 

２ 集合、整列、挨拶 

３ 健康観察 

４ 準備運動 

  都工体操（学校独自） 

チームの課題解決のた

めの反復練習。 

  ICT等での課題確認 

  

 

・準備運動でボールを使用 

し、ボール操作の習得を

意識させる 

・課題を全員で共有できる

ように動画等を用いて理

解できるようにする。 

・仲間とコミュニケーショ

ンをとることができるよ

うに声掛けを行う。 

（ICT活用） 

【Ａの例】 

自己や仲間の技

術的な課題やチ

ームの作戦・戦

術について有効

な練習方法の選

択について自己

の考えを伝えよ

うとしている 

 

な

か 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のねらいの確認 

 

 

６ チームミーティング 

 ① 目標・目的などや戦 

術・作戦の確認 

 

７ ゲームⅠ 

 

８ チームや自己の動きを 

分析Ⅰ 

① 課題克服の確認及び 

動画で新たな課題発見 

② チームの課題克服に 

向けての話し合い 

９ ゲームⅡ 

１０．チームや自己の動き

を分析Ⅱ 

 ① 動画で新たな課題発 

  見 

② チームの次回課題克

服に向けての話し合い 

 

 

 

・具体的に上げられるよう

に声掛けをする。 

 

 

・決めたルールに沿ってゲ

ームを行う。 

 

 

・チーム課題の評価を意識

させて、新たな課題を見つ

けさせられるように声掛け

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題解決の

過程を踏ま

えて、チー

ムや自己の

新たな課題

を発見して

いる。  

（観察・学習カード）

【Ａの例】 

チームミーティ

ングで課題解決

に向けて具体的

に話し合ってい

る。 

 

 

 

○課題解決の

過程を踏ま

えて、チー

ムや自己の

新たな課題

の発見につ

いて、具体

的な例を示

しながら、

チームや自

己にあった

方法を考え

させる。 

ま

と

め 

45 

 

 

 

 

１１ 本時のまとめ 

 ・学習カードへの記入 

 

 ・発表等 

１２  整理運動､片付け 

・課題解決を通して、良か

ったポイントを確認する。 

 

・次時の課題解決に向けて

の意欲向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決の過程を踏まえて、チームや自己の新たな課題を発見しよう。 


